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○少年サポーター運用要綱の制定について（例規通達） 

平成22年３月４日 

佐本少発第48号 

改正 平成29年３月17日佐本務発第256号 

令和７年８月19日佐本人少発第166号 

平成16年６月以降、少年の非行防止や立ち直り支援活動に意欲と熱意のある大学生を少

年サポーターとして委嘱し、「居場所づくり」活動をはじめとした立ち直り支援活動等を

推進しているが、その運営に関し、必要な事項を定めた「少年サポーター運用要綱」を別

添のとおり制定したので、効果的な運用に努められたい。 

別添 

少年サポーター運用要綱 

第１ 趣旨 

この要綱は、大学生の少年警察ボランティア（以下「少年サポーター」という。）の

運用に関し、必要な事項を定めるものとする。 

第２ 委嘱 

少年サポーターは、次に掲げる要件を備えた者の中から、警察本部長（以下「本部

長」という。）が、生活安全部人身安全・少年課長（以下「人身安全・少年課長」とい

う。）の推薦に基づき委嘱するものとする。 

(1) 佐賀県内の大学に在籍していること。 

(2) 人格及び行動が模範的であり、責任感を有すること。 

(3) 非行問題等に関心を持ち、任務遂行に熱意を有すること。 

(4) 心身共に健康であること。 

２ 推薦は、少年サポーター申込書（様式第１号）を審査の上、少年サポーター推薦書

（様式第２号）により行うものとする。 

３ 委嘱は、委嘱状（様式第３号）を交付して行うものとする。 

第３ 任期 

少年サポーターの任期は、委嘱日から翌年３月31日までとする。ただし、再委嘱する

ことを妨げない。 

第４ 解嘱 

本部長は、少年サポーターとしてふさわしくない非行等があったと認められる場合、

卒業、退学その他任務を遂行するに適さない事由があると認められた場合又は本人から
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解嘱の申し出があった場合には、任期中にかかわらず、これを解嘱することができる。 

第５ 定数 

少年サポーターの定数は、20人とする。 

第６ 活動内容 

少年サポーターは、生活安全部人身安全・少年課少年サポートセンター（以下「セン

ター」という。）と連携して、次の活動を行うものとする。 

(1) 居場所づくりなど非行少年等の立ち直り支援活動 

(2) 薬物乱用防止キャンペーン等の啓発活動 

(3) その他少年の保護、健全育成に関する活動 

第７ 活動上の留意点 

少年サポーターの活動においては、次の事項に留意して行うものとする。 

(1) 少年サポーターには、法律上、特別な権限はなく、活動に当たっては人権侵害等

に及ぶことのないようにすること。 

(2) 任務を通じて知り得た個人情報については、秘密を厳守すること。解嘱後におい

ても同様とする。 

(3) 少年との連絡等については、センターを経由して行うこと。 

第８ 活動の記録等 

人身安全・少年課長は、少年サポーターが行った活動内容を少年サポーター活動記録

簿（様式第４号）に記録するものとする。 

第９ 研修 

人身安全・少年課長は、少年サポーターの任務遂行に必要な知識及び技能の向上を図

るため、少年サポーターに対する研修を定期的に実施するものとする。 

第10 名簿の備付 

人身安全・少年課長は、少年サポーターの名簿及び申込書を備え付け、委嘱状況を明

らかにするものとする。 

第11 表彰 

人身安全・少年課長は、おおむね２年以上活動し、又は特に積極的に活動に取り組ん

だと認められた少年サポーターに対して感謝状を贈呈するものとする。 

第12 報償 

少年サポーターの謝金については、別に定めるところによる。 
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様式第１号 

（令７佐本人少発166・全改） 

様式第２号 

（令７佐本人少発166・全改） 

様式第３号 

（令７佐本人少発166・全改） 

様式第４号 

（令７佐本人少発166・全改） 

 


